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今週のプログラム 

（2022年 5月 19日 第 1101回例会） 

 

卓話：「引っ越し・その他」 

 

担当：山本 友亮 会員 

 

 

次週のプログラム 

（2022年 5月 26日 第 1102回例会） 

 

ファイヤーサイド ミーティング 

 

担当：水島 洋会長 

第１１００回例会 （２０２２年 ５月 １２日）の記録 

                「会長の時間」          水島 洋 会長 

皆さん、こんばんは。 

グェンさん、ようこそ。 

本日は今年度 4回目の３分間卓話です。 

今回は 2ケ月ほど前に松田プログラム委員長から「ロータリーのここが・・・」という 

テーマが与えられました。 

最近の松田委員長は、この黒点 3個の手法をよくお使いになり、前回の 3分間卓話の 

テーマ「コロナ禍のおかげで・・・」では意外な、いいお話が聞けたので、 

今回も黒点 3個にそのあたりを期待されているのかもしれません。 

皆さんからどんなお話が聞けるか楽しみです。 

本日は、どうぞよろしくお願いします。 

   

 

＊米山奨学生グェン キム フンさんが「春の RYLA セミナー」参加に対しての感想と感謝を 

述べられました。 



 

 

  
＜お客様＞２０２２学年度 米山奨学生 グェン キム フンさん 

 

 
＜出席報告＞      水本 徹 SAA 補助 

会員数（内出席免除会員 1 名）   17 名 

本日の出席者数           8 名 

（内出席免除会員 0 名） 

（内名誉会員  ０名） 

本日の出席率          50.00％ 

4 月のホームクラブ出席率     60.94％ 

＜ロータリーソング＞      全会員 

♪国歌 君が代 

♪奉仕の理想 

＜本日のピアノ曲＞   近藤 美里さん 

１．ミモザ 

２．LA-LA-LU 

３．JE TE VEUX（ジェ トゥ ヴ） 

＜幹事報告＞                            山本 友亮 幹事 

１． 福島 21RC より、創立 20 周年お礼状・記念誌・記念品が届きましたのでご報告させて 

いただきます。記念誌とクリアーファイルは全会員に配布させて頂きます。 

 

２． ロータリーの友 2022 年 7 月号からの購読方法につきましては、先般お伝えさせて頂き 

ました様に、印刷版と電子版の選択ができるようになります。 

従来の印刷版が不要な方は回覧申し込み表にてお知らせ下さい。 

 

また、『友誌』値上げに対しまして、吉川ガバナーは今回の値上げはやむなしと 

されましたが、引き続き議論される事となりました。 

 

３． RI 日本事務局より、5 月の RI レートは＄＝￥130 と連絡がありました。 

 

４． 本日例会終了後、理事会を開催致しますので、理事・役員の皆様はご出席下さい。 

 

 

 
＜理事会報告＞                           山本 友亮 幹事 

① 5 月の例会運営について 

コロナ状況が大きく悪化しなければ通常通り開催する。 

② 今年度創立記念例会について 

水島会長よりガバナー事務所の杉本 亜鶴巳様をお招きして 

より一層地区事務所との関係を深めてはどうかと提案があり、了承された。 

また、ゲストとしてお声掛けするのは講演をいただく池田名誉会員、小山名誉会員 

前米山奨学生のエリカさん、アクサさん 現米山奨学生のグェンさん 

山本加奈子教授、茶橋ガバナー補佐、5 月 27 日に卓話していただく木下吉宏元会員 

現在のところ、上記 9 名となっている。 

再確認として会員・ゲストともに会費は徴収しないこと。 

③ 今年度の出席表彰について 

前年度、実施を見送った出席表彰を今年度は実施する。 



 

 

 
＜SAA 報告＞                         山田 克子 SAA 補助 

※ロータリー財団 

松田会員      3 分間卓話 よろしく。 

高尾会員      コメントなし 

 

※米山記念奨学会 

水島会員      3 分間卓話 何人当たるかな？ 

藤田会員      連休 皆様如何でしたか？ 

水本会員      前回欠席 申し訳ありませんでした。 

松田会員・高尾会員  コメントなし 

 

※メイプル基金 

山本友亮会員    お久しぶりです。 

藤田会員      3 分間卓話 皆様宜しくお願いします。 

              ≪本日のお料理≫ 

             

1.よだれ鶏 2.茸入りとろみスープ 3.彩々野菜せいろ蒸し 4.桜海老のかき揚げ 

5.黒酢すぶた 6.五目チャーハン 7.タピオカ入りのココナッツミルク 

 

―・・・― 3 分間卓話④ テーマ『ロータリーのここが…』―・・・― 

プログラム担当 松田 親男会員 

今回は 4 回目の 3 分間卓話で指定テーマになります。1 回目は自由テーマ ２回目は 

「コロナ禍のおかげで…」 3 回目は自由テーマ そして 4 回目が「ロータリーのここが…」 

です。昨年度の 2 回分で一応全会員にお話して頂きました。2 クールに入った今年の前回で 

約半数の 7 人にお話しいただき、今日残っているのは 8 人です。 

卓話は特定の会員に負担が増大しないように 2 年で 3 回というルールで回していましたが、 

昨今は会員数の減少で、とても 2 年で 3 回以下に抑えることが難しくなっています。 

しかし、ご安心ください。次年度は卓話の平均回数は年 1 回あるかないか程度に押さえる 

プログラムを考えています。どうぞお楽しみに！ 



 

 

 

 高尾 修会員 
福島 21RC は昨年創立 20 周年だそうですが、千里メイプル RC は 1998 年 6 月 13 日の創立で 

私は 2000 年 2 月に入会しました。22 年 3 ヶ月になります。チャーターナイトの時は会員数 

27 名で創立 2 年目には 31 名になりました。現在も在籍されているチャーターメンバーは 

相原会員・黒川会員・松田会員・村田会員・西本明文会員・柳原会員の 6 名です。 

1999 年にあるゴルフの会でライオンズクラブ入会を勧められたのですが、岸上元会員が 

千里メイプル RC に入会されていたので、規律が厳しい事を覚悟の上、入会させて頂きました。 

しかし、その厳しかった規律も最近はあやふやになってきている様に思います。 

6 月 23 日には社長を退いて会長になりますので、次年度は職業奉仕委員長として、 

皆にわかりやすい奉仕に取り組み、会員増強も頑張りたいと思っております。 

 

 藤田 芳浩会員 

千里メイプルロータリークラブに入会しましたのが 2006年 12月 7日ですので、 

ロータリー歴は、15年 5か月となります。 

「ロータリーのここが良い点は」頭の回路が通常の回路と違うところにスイッチが入りその 

部分を使うことでかなり頭がスッキリする事です。具体的に申しますと日々仕事の打ち合わせ等

では、商品の価格が高い・納期がかかる・仕入れ価格の交渉をする等非常に厳しい内容の事が 

多くなります。つまり「世知辛い」内容です。 

ところがロータリー活動は「世知辛い」ではなく「心豊かに」が基本的なロータリー活動と 

理解しています。「奉仕活動」ですので金銭的にも精神的にも体力的にも見返りはありません。 

しかしロータリー活動を行った結果、非常に得ることが多いのです。 

それは人と人との繋がりが出来ること、これは得難い事であります。 

当千里メイプルロータリークラブの会員の皆様は勿論の事、親クラブの千里ロータリークラブの

会員の方、同地区の会合等で親しくなる方、さらに姉妹クラブ福島２１ロータリークラブの会員

の方々 ロータリークラブに入っていなければお会い出来ない皆様です。また、ラオスに行けた

のもロータリークラブの繋がりです。これからも人と人との繋がりを大切にしたいと思います。 

 

               
 

 

 

 

 



 

 

 

山本 友亮会員 
私が千里メイプル RC に入会させて頂きましたいきさつは水本会員が関西大学 PTA 教育後援会 

会長をされておられたご縁でした。仕事以外の人脈も広げたいと思っておりましたので、 

水本会員にクリスマス例会に誘って頂いてから、そのまま出席を続け、入会させて頂きました。 

「ロータリークラブのここが・・・」というタイトルで言えば、日頃の仕事と家庭だけの日常を

リフレッシュさせてもらえる場だと感じております。特にコロナ禍の状況、緊急事態宣言下など

では ZOOM 例会の時もありますが、会員皆さまのお顔を PC 画面ででも拝見して会話できる事

が、充分な気分転換になり例会が待ち遠しいことでした。また、千里メイプルロータリークラブ

で言えば、仲の良さが際立った長所であり、大変居心地の良い場所と感じ感謝しております。 

水島 洋会員 

今年度の吉川ガバナーは、今年度の最重点目標として「日本人の子供の 7 人にひとりが貧困 

状態にあり、それを救おう」とされましたが、1 年が終わろうとしています。 

毎年変わるガバナーメッセージではなく、継続的に取り組む貧困対策プロジェクトを作り、 

ロータリー財団の寄付金の一部を基金として積み立てなければ、子供たちを救うてだてはない

と思います。そして、これは地区にも申し上げましたが、米山奨学金の日本人枠を設けて、 

日本人の貧困学生に手を差し伸べることが必要ではないですか。 

「ロータリーのここが思案のしどころでっせ」 

山田 克子会員 

私の入会のきっかけを作って下さったのは相原先生でした。また、緊張して例会に来ていた私

をいつも温かく見守り、リラックスさせて下さったのは池田名誉会員と下川元会員の存在 

でした。ロータリーの良さを入会当時はわかりませんでしたが、出張した海外でメイクアップ

ができる事はとても楽しい貴重な時間だと思いました。ご縁は出会いから後になって感じたり 

感謝できることだとも思います。物故会員の岡部会員や中西会員の卓話を必死で聞き取り、 

会報作成に挑んでいた緊張感は、いつの間にか内容も覚えていて、私の大事な知識を増やせた 

財産でもありました。忘れていた学生時代のような気持ちにさせてくれる千里メイプルです。 


